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明けましておめでとうございます。旧年中は本工業会に格別の

お引立てを賜りまして深く御礼申し上げます。本年も変わらぬご

厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 さて、一昨年５月に本工業会の第三代会長を拝任いたしまして、

この春で一期２年の任期満了の時期がまいります。これまで会長

という重責を担うことができましたのは、ひとえに各委員長並び

に委員会・部会の皆様のお陰でございます。改めて皆々様に御礼

申し上げますと共に、次期会長には皆様の業績をきちんと申し送

りして、さらなる飛躍を目指していただきたく願っています。 

 

 昨年を振り返りますと、各委員会・部会の健闘に加えて、我が

国の技術力を世界にアピールするゲルインキボールペンの「ＩＳ

Ｏ提案」に大きな前進がありまたことを先ずはご報告申し上げた

いと存じます。昨年１２月に開催した当工業会の年末懇親会にお

いても、経済産業省のご担当官から「異例のスピード」とお褒め

の言葉を頂くほどの成果でございました。本年はＩＳＯ化に向け

た本投票の年になりますので、技術国際委員会の皆様には一層の

奮起とご健闘をお願い申し上げます。 

 

 ところで、２００６年はよい波が戻ってきたかと思わせる兆候

が見えてまいりました。統計の確定までには暫く時間がかかりま

すが、０６年第３四半期までの出荷金額累計は、前年をわずかで

すが上回った様子で、底打ちの兆候が見えてきたかと思わせるも

のがございました。経済全般においても、昨年は「いざなぎ景気」

の期間を超える景気拡大が続いているといわれていまして、本年

からそれが雇用や賃金に反映し、個人消費を押し上げるだろうと

予想されています。加えて、安定的なマーケットとしては今しば

らく静観が必要と存じますが、「書写」「塗り絵」「筆記考」等のブ

ームがにわかに起こってきたことも当工業会には明るい材料でご

ざいます。 

 

 本工業会は我が国の産業界の中でも輝かしい歴史と伝統を誇る  

企業が結集しております。日本を代表する誇り高い産業として、      

さらなる精進といっそうの躍進を目指してまいりたいと存じ上げ    

 ます。                               

 

平成１９年１月 

日本筆記具工業会 会長 小川洋平 
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テーマ 「愛があるなら叱りなさい」 
 

 

2 

井村雅代先生を迎えて恒例の年末講演会・懇親会を開催 
平成１８年１２月６日 午後５時、上野精養軒にて。 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
小学校３年より大阪・堺市の浜寺水
練学校に入門。  
中学校１年よりシンクロナイズドスイミン
グを始める。  
天理大学卒業後、中学校の教師をし
ながら指導に携わる。  
昭和５３年から日本代表コーチ。  
昭和６０年に井村シンクロナイズドスイ
ミングクラブを設立。以後、世界で通
用するナショナルチームの育成に貢献。
平成１３年 第９回世界水泳選手権
で日本シンクロ史上初の金メダルを獲
得（デュエット：立花・武田）。  
平成１８年１２月、シンクロナイズドスイ
ミング中国代表チームのヘッドコーチに
就任が決定。名実共に世界のシンクロ
指導者として活躍の場を広げている。

本工業会は１２月６日（水）、上野精養

軒で恒例の年末講演会を開催しました。講

師はシンクロナイズドスイミング元日本

代表ヘッドコーチ・井村雅代さん。８４年

のロス五輪から０４年のアテネ五輪まで

６回のオリンピック大会で常にメダルに

輝く選手チームを育て続けた名コーチ。シ

ンクロファンに止まらずその華麗な演技

で世界の人々を魅了、シンクロ人口の育成

に貢献されています。 

当日のテーマは「愛があるなら叱りなさ

い」。名選手を育て、シンクロナイズドス

イミングを日本に、世界に広めたヘッドコ

ーチとしての貴重な経験談をご披露いた

だきました。講演の後、井村雅代さんを中

心に全員で記念撮影を行い、懇親会場へと

移動を行いました。 

会場を移して行った懇親会では来賓に

経済産業省(日用品室、環境生活標準化推

進室)様、 (財)日本文化用品安全試験所様、

(財)全日本文具協会様をお迎えし、また多

数の文具専門紙誌様を加え、総勢約１００

名が集いました。小川洋平会長の開会挨拶

に続き、石川真一筆頭副会長の乾杯の音頭

で開会、なごやかに懇親を深めた後、堀江

圭馬副会長の手締めで２００６年を締め

くくりました。 

＜井村先生講演から＞ 

オリンピックで勝つためには相手国はもちろん開催国の

マーケティング調査とデータ分析が重要。シドニーの時に

オーストラリア人に日本のイメージ調査を行ったところ、

「武道とコンピュータゲーム」という回答だった。そこでシンク

ロの演技に空手を取り入れた。また、勝つためにはオリン

ピックがどう進化するかを読むことも大事。その時、重要な

のは素人の意見だ。素人は技術的な難しさはお構いな

しで、こういうものが見たいという願望を言ってくる。それを

現実化できないとメダルは取れない。誰も見たことのない

演技をすることが必要だからだ。 

スポーツのゴールは「よい人間」をつくることだ。選手は

引退した後の人生が長いわけで、自分の目の届かないと

ころで通用するようなよい人間をつくることが大切だ。自

分は２７年間コーチを勤め人生のよいひと時をすごさせて

もらった。 
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流通委員会＞ 

お客様相談窓口連絡会 

発する不当要求クレームに対する対応策を

議した。 

ＪＡＮコードに関する行動指針策定 

具流通各位からＪＡＮコードの運用に関す

統一的なルール策定の要望がありこれを協

し、次の通りの行動指針を策定した。 

JANコードに関する自主行動指針） 

１．既に登録済みの商品ＪＡＮコードを、

理由の如何にかかわらず異なる商品に再利

用することは基本的に自粛することとする。

万が一使用する場合は、少なくとも出荷停

止後、流通在庫がなくなったことを確認の

上、４年以上経過した以降とする。但し、

同一商品、同一キャラクターの新柄等は継

続ＪＡＮとして当該商品ＪＡＮコードをそ

のまま使用してもよいものとする。これは 

 

 

 

店頭でのＪＡＮ切り替え作業が軽減できる 

ことから販売店から要望されている。 

２．同一商品群でも容量・色等が異なる商

品に関しては各々単品商品ＪＡＮコードを 

使用することとする。但し、出荷単位がセ

ット品でバラで出荷されることがない場合

はその限りではない。 

 

＜技術国際委員会＞ 

○シャープペンシルＪＩＳ／ＩＳＯ部会 

シャープペンシルのＪＩＳ（JIS S 6013）の

５年に一度の見直しの時期が本年であること

から、改正の要否について審議した。結果、改

正項目が３点（キャップの安全要件、さび止め

処理等）になったため、改正原案作成に向けて

準備を行うということにした。平成１９年８月

～平成２０年７月の検討期間に間に合うよう

平成１９年２月２８までに日本規格協会へ改

正の１２条申請を行うことにした。 
 
 
 

 

  
ブの香りにちょっと塩がきつめでビールに

ピッタリでした。 

古い街並み、親切な人々、ビール、ソーセ

ージ、とてもいい街でした。 

ミュンヘン 

紀行 
ゼブラ株式会社  加賀見彰司 

１８年度第三四半期委員会活動報告 (平成１８年１０月～１２月) 
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今回、ミュンヘンを訪れた目的は、ＪＩ

規格「ゲルインクボールペン及びレフィ

」をＩＳＯ規格として制定するために、

ＷＩＭＡの活動をヨーロッパ各国の関

者に説明し、協力を得るためでした。

議では、各委員の賛同を得ることがで

、今後実施されるＩＳＯ制定の本投票に

けて、協力することを約束してくれまし

。 

さて、会議も無事に終了し、会議場から

車に乗りホテルに向かうと、ビール祭り

向かう民族衣装を着た人たちがたくさ

いました。ミュンヘンには仕事で来まし

が、誘惑には勝てず、やはりビール祭り

直行。会場は、醸造所ごとに大きなビア

ールがありどこも超満員。やっと席を確

してビールとチキンを注文、出てきたチ

ンは１／２羽サイズ。でも、これがハー
（寄稿） 
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「消費生活用製品

月６日公布されま

備され公布から６

なります。今回の

る重大製品事故に

等の制度が新たに

発防止を図ろうと

 

主な改正のポイン

（事故情報の収集

■消費生活用製品

重大製品事故が生

費生活用製品の名

告しなければなら
改正「消費生活用製品安全法」について 
安全法」が改正され昨年12

した。今後、政令・省令が整

ヶ月以内に施行することに

改正は、消費生活用製品に係

関する情報の収集及び提供

設けられ、重大製品事故の再

するものです。 

トは、次のとおりです。 

と公表） 

の製造事業者又は輸入事業者は、

じたことを知ったときは、当該消

称、事故の内容等を主務大臣に報

ない。 

 

■主務大臣は、重大製品事故の報告を受けた場合等

において、当該重大製品事故に係る消費生活用製品

の名称、事故の内容等を公表する。 

■消費生活用製品の小売販売事業者、修理事業者又

は設置工事事業者は、重大製品事故を知ったときは、

当該消費生活用製品の製造事業者又は輸入事業者

に通知するよう努めなければならない。 

（事故の再発防止対策） 

●消費生活用製品の製造事業者又は輸入事業者は、

事故原因を調査し、必要があると認めるときは、当

該消費生活用製品の回収等の措置をとるよう努め

なければならない。 

●消費生活用製品の販売事業者は、消費生活用製品

の製造事業者又は輸入事業者が行う消費生活用製

品の回収等の措置に協力するよう努めなければな

らない。 
経済産業省 当該案内ＵＲＬ→ http://www.meti.go.jp/policy/consumer/seian/shouan/contents/kaisei-pamph2_r.pdf
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